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地

形

が

班
岬
に
放
て
興
る
即
由

(
地
質

梯
緋
i.T･2
)

丹後
雑
巾
地
相比
に
蹴

れ
た
る
起
班
隙
と
地
射
線

(
也

政
第
七
谷
)

槻
掘
断
船
に
放
て
(
地
嫌
餌
八
令
)

石
油
地
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蝉

(
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球
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こ
淑
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八

外
山

EiL
H
郎

淑
北
炎
日
本
泊
梓
地
方
の
血

謂
梅
蝕
基
地
に
就

い
て

(地
坪
難
詰
昭
利
式
年
)

川
地

倍
仙

T=山
岡
諦
砧
と
付
目
士
火
山
僻

地
塀
雑
誌
(
肌
三
六
年
)

大
森

併
怒

日
本
北
緯
分
祁

(
地
組
と
地
袋
と
の
捌
併
し
(
地
輿
輝

経
机
三
八
年
)

巾
村
滋
舟
桁
門
太
郎

地
謡

此
仙
川
接

に
-
秤

々

多
-

の

坪
前
を
焚
け
た
文
献
J
め
る
O
そ
し
て

此
締
多
-
の
紺
地
放
り
榊
敵
前
r1
よ
っ
て
成
っ
た
都
払
拭
-
感
謝
す

る
0

失

雅

邦

沖

聴

地

の

地

名

麗

原

〇
位
聴

三
河
の
大
河
矢
作
川
の
沖
積
地
に
於
け
る
農

村
､
特
に
愛
知
糠
袋
毎
郡
六
ツ
実
相
の
地
名
起
原
を
鼓

に
記
述
し
て
見
る
｡
前
記
六
ツ
美
樹
は
先
覇
即
位
の
大

池
に
曹

-
p
大
嘗
愈
悠
配
務
田
難
産
の
恩
命
に
酵
し
た

所
で
､
北
は
機
に
岡
崎
田
忙
按
す
る
面
積
二
万
鬼
飴
の

農
村
で
あ
る
｡

附
鑑
は
概
ね
沖
積
静
の
平
地
で
､
酉
は
矢
作
川
の
情

押

目

:.I:.･.;

;

流
に
洗
は
れ
､
白
帆
時
に
風
を
巣
ん
で
上
下
す
｡
韮
方

よ
-
南
方
に
薫
っ
て
'
例
制
を
受
け
た
花
嗣
岩
～
片
腕

状
花
崗
岩
よ
り
成
る
木
骨
山
脈
の
飴
派
が
起
伏
し
で
ゐ

る
0太

古
此
の
地
は
現
在
の
如
き
平
地
で
は
な
-
1
桑
LLi.i

担
じ
て
源
ビ
な
る
の
反
封
で
､
蒼
海
担
じ
て
桑
田
,ZJ
な

っ
た
も
の
で
､
碧
海
郡
上
郵
相
大
字
渡
刈
に
澗
先
細
酢



の
名
が
あ
る
の
は
､
此
の
遊
迄
海
水
の
満
ち
て
ゐ
た
も

の
で
あ
ら
-
｡
北
方
諾
山
の
地
よ
-
雨
水
は
胤
流
し
て

汎
濫
し
､
日
間
の
土
砂
が
流
出
し
て
一
面
の
砂
原
ど
な

-
蕊
頂
ど
な
-
'
後
に
肥
沃
の
地
を
選
ん
で
人
民
が
兼

任
L
p村
群
ど
な
っ
た
の
で
あ
ら
-
ご
恩
は
れ
る
.3爾
雄

自
然
YJ
流
域
は
克
っ
て
､

一
大
河
川
ど
な
っ
た
｡
乱
流

砂
原
に
高
き
邸
の
突
出
し
た
朋
を
岡
臓
･,J
呼
ぶ
棟
に
な

り
'
叉
矢
作
の
名
は
t-1
本
武
食
の
和
束
征
の
時
､
此
盛

に
て
欠
を
矧

ぎ給
ひ
し
に
伐
っ
て
起
つ
L
J
名
で
あ
る
｡

爾
凍
河
川
の
洗
城
は
定
ま
-
築
堤
せ
ら
れ
て
後
地
名
に

従
っ
て
其
の
名
も
珪
じ
化
棟
で
あ
る
｡
矢
作
川
河
道
の

濃
近
の
塵
蓬
に
就
て
欝
で
故
岩
田
兼
任
博
士
も
訟
か
れ

た
(
日
本
歴
史
地
班
之
研
究
三
重

二
雷
)

○
地
名
題
捕

現
今
の
六
ヅ
美
称
は
明
治
の
初
年
に
二

十
九
の
小
相
が
介
立
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
､
其
の
後

蔑
多
の
礎
蓬
を
重
ね
明
治
二
十
九
年
に
は
骨
野
村
'
合

歓
水
村
､
占
郵
相
.
申
島
村
.
柑
梅
村
の
六
ケ
村
･.JJ
な

っ
た
｡
そ
れ
が
夏
に
明
治
三
十
九
年
に
至
り
､
前
記
六

ケ
村
は
(
こ

し
て

一
団
ど
な
-
'
和
衷
協

同
'
互
に
揖

臆
し
て
此
の
併
合
を
配
合
し

.
且
有
終
の
英
を
な
さ
ん

矢
作
川
帥
群
州
の
地
名
超
脱

tJ
し
て
村
名
を
六
ツ
菜
(
随
の
悪

)だ
親
し
今
日
に
及
ん

だ
｡
次
に
各
党
群
名
起
源
の
概

粟
を
紀
す
ぎ
｡

0
0

菅
野

は
所
謂
鹿
島
五
郷
の

.I
で
儀
託
に
よ
れ
ば
育

甘
本
村
の
四
隣
は
悉
-
梅
幣
で
あ
っ
た
が
､
盈
霜
の
久

し
き
漸
-
免
除
の
鍵
を
L･4
し
て
蓮
に
原
野
ど
な
る
｡
初

め
比
の
青
野
に
庭
を
結
び
た
る
も
の
僅
か
に
四
五
月
.

価
-
開
墾
し
て
村
群
を
な
せ
b
ビ
い
ふ
.
菅
野
の
名
種

は
も
b･J
原
野
に
櫨
革
の
繁
茂
せ
L
よ
り
名
づ
-
～J
い
っ

て
屠
る
何
時
の
頃
よ
-
か
上
菅
野
､
下
菅
野
の
二
に
分

れ
た
｡
上
背
野
村
の

一
記
に
合
歓
木
村
'
在
家
村
､
高

落
朴
(
現
今
幡
豆
郡
に
威
す
)等
は
皆
菅
野
の
文
相
で
あ

っ
た
.fl
o

菅
野
の
村
名
に
闘
し
て
な
は

1
詮
が
あ
る
｡

即
ち
菅

野
は
育
裾
の
晒
靴
で
あ
っ
て
､
碧
海
は
即
ち
常
梅
の
育

哲
碧
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
ÎJ
｡
新
撰
姓
氏
鉄
石
京
急

別
上
に

『
獅
立
史
｡
揮
耗
天
畠
和
代
体
居
三
河
問
青
海

郡
御
立
地
週
御
立
史
姓
』
云
々
.fJ
あ
る
の
を
見
れ
ば
､

持
統
天
皇
の
御
代
既
に
青
海
郡
の
綱
が
あ
っ
た
都
を
知

る
轟
が
出
凍
る
｡
又
億
円
本
紀
に

『
栴
徳
天
皇
光
年
醐

誰
元
年
四
月
丁
亥
三
河
問
碧
海
郡
入
社
八
位
上
石
村
圭

一
M
].

五
九



地

球

餅
十
懲

云
々
』
だ
あ
る

｡こ

れ
が
歴
史
上
に
洛
海
部
･,･J
い
ふ
郡

名
を
見
る
の
初
め
で
あ
る
O
な
は
熱
海
の
名
銅
に
幽
し

て
は

7
般
S
轟

,fJ
し
て
此
の
地
は
､
従
骨
泥
水
が
粍
-

暫
大
し
て
p
蒼
海
を
な
し
て
ゐ
た
か
ら
潜
渥
即
ち
聞
乎

莱
(
製
塩
)
ビ
和
し
た
ど
い
ふ
O

L:)
r)

在
家

は
舗
数
語
で
火
宅
偲
(姿
輩
の
肘
)
即
ち
我
家

肝
の
謂
で
あ
る
だ
､
三
河
二
粟
於
憩
梅
酢
鱗
の
分
の
中

に
､
下
菅
野
相
棒
大
明
油
壷
に
天
神
岡
朗
報
価
額

1
着

五
斗
凝
家
地
減
額
二
着
だ
あ
る
｡
我
家
の
地
名
は
或
は

此
の
地
減
堂
の
堂
守
等
に
縁
故
あ
る
名
鞘
で
あ
っ
た
で

あ
ら
う
｡
壷
家
は
も
だ
下
菅
野
の
支
材
で
あ
っ
た
･,J
は

前
記
の
加
-
で
､
此
の
地
裁
堂
は
恵
心
僧
都
S
和
作
で

も
ざ
下
菅
野
よ
-
･分
身
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ピ
い
ふ
｡

rJ.
(I)
r)

令
数
水

食
軟
の
大
槽
が
あ
っ
吾
に
因
っ
て
の
名
で

あ
る
.,･J
い
ふ
C2
諸
寄
に
械
水
村
ぎ
の
る
｡
太
田
籍
三
郎

氏
地
名
酔
藩
に
は

『
各
軟
水
0
着
は
溺
水
ーこ
作
-rh
P
郷

名
な
ら
｡
天
文
年
中
総
革
滅
入
信
孝
此
に
盾
-
､
鶴
川

頗
忠
の
命
を
邦

ゐ
ず
し
て
横
暴
な
-
L
が
'
接
に
放
逐

や
ら
る
ど
あ
る

0

0
G

高
樵

は
正
捉
年
間
の
鮮
創
に
孫
る
｡
里
人
の
橡
に

節
二
班

毎

]

六
〇

よ
れ
ば
隣
村
の
田
畑
基
の
境
灘
出
入
が
甚
だ
し
-
p
時

に
或
は
盈
徹
し
て
新
着
の
優
を
帝
ざ
-
L
が
､
衆
議
の

i.う
∵
ン

結
果
各
村
の
境
鼻
に
於
で

7
地
域
を
劃
し

繊

端

柑
ビ
名

イ
-
｡
蓋
し
報
瑚
軒
は
射
々
の
地
教
の
端
を
集
め
た
る

の
蕊
に
出
づ
ー後
駄
高
橋
だ
寄

-
な
通
常
ど
す
｡
初
め
は

高
種
新
田
qjj銅
し
た
が
後
改
め
て
高
橋
村
}J
い
つ
更
o

rJ
rJ
rJ

三

ツ

木

童
三
ツ
木
五
箇
村
の
目
が
あ
っ
た
｡
上

三

ツ
木
'
下
三
ツ
木
p
上
頑
痛
ー
下
葡
癖
p
安
藤
の
玉
村

が
こ
れ
で
､
何
れ
も
三
ツ
木
の
分
村
で
あ
る
9
三
ツ
木

は
質
の
悪
で
､
渚
貨
物
を
此
鷹
に
基
放
し
て
磯
注
し
た

即
ち
京
称
の
悪
で
あ
る
だ
｡
大
字
定
閉
山
本
選
七
郎
氏

減
の
魯
文
藩
に
は
､
年
賓
取
立
役
義
仲
充
揮
門
の
任
地

に
て
資
弘
二
年
村
高
開
音
十
三
着
定
週
だ
あ
る
｡
慶
安

閏
年
三
ツ
木
智
分
っ
て
上
三
ツ
東
p
下
三
ヅ
東
の
二
相

だ
な
し
た
｡

O
o

頑
痛

は
麗
紺
の
時
に
督
っ
て
､
地
中
よ
り
桶
を
堀

損
し
総
の
で
竃
兆
だ
な
し
P
桶
に
寧
皆
冠
し
て
村
名
に

な
し
た
さ
い
ふ
｡
叉
社
菅
貫
を
は
か
る
所
の
役
人
斗
桝

太
兵
衛
の
怯
地
で
あ
っ
て
葡
稲
の
名
は
之
絢
に
基
-
k
J

も
い
ふ
｡
泉
源
年
中
に
上
編
桶
ー
下
浦
桶
の
二
相
ど
な



る
0

今
は

一
大
辛
で
あ
る
｡

〇

〇

安
藤

は
村
名
の
起
原
が
明
か
で
な
い
O

一
説
に
は

安
藤
太
郎
長
基
の
後
葡
三
河
閉
佳
人
太
郎
左
衛
門
尉
家

来
岡
崎
公
嫡
忠
に
仕
ふ
｡
帯
刀
直
攻
は
家
重
の
孫
で
あ

る
｡
家
重
の
遠
融
が
本
村
に
住
み
､
帯
刀
直
衣
は
後
天

下
に
名
を
な
す
に
至
っ
た
の
で
､
蓬
に
安
藤
を
以
て
朴

名
だ
な
し
た
.,JJ
い
ふ
｡

0
0

中
高

潜
侮
郡
誌
に
よ
れ
ば

『
中
島
､
高
畑
の
地
は

有
の
脱
島
16
'郷
の

一
な
る
何
題
の
地
で
'
醍
醐
天
皇
延

苗
の
､
御
代
四

使
方
盛
三
河
守
'/J
し
て
此
地
に
任
し
て

Q
化
陣
中
梅
郷
,1J
改
む
』
だ
あ
る
｡

0
0

0
0

0
0

0
0

正

名

'
定

闘

､
囲

正

､
中

村

の
地
は
褒
古
布
郷
の

地
で
あ
る
｡
清
和
天
皇
の
貞
搬
八
年
卜
部
日
良
鹿
三
河

槽
守
に
任
せ
ら
れ
此
の
鹿
島
の
地
に
架
で
脅
地
の
開
墾

に
従
事
し
た
｡i
占
部
郷
の
名
は
こ
の
卜
邦
‖
良
麿
の
名

に
基
-
｡
な
は
他
の
嘗
託
に
よ
る
ビ
孝
謙
天
皇
の
天
平

勝
繁
年
叩
卜
部
氏
の
管
下
十
三
ケ
村

7̂J
な
る
云
々
ビ
あ

る
○定

岡
の
地
は
従
背
定
郷
ご
栴
し
た
｡
即
ち
郡
造
の
配

白
E
逆
運
此
の
地
に
於
て
諾
々
の
郷
名
を
定
む
｡
是
れ

矢
作
川
沖
枇
鵬
の
地
私
池
原

走
郷
の
名
あ
る
所
以

だ.'J
.い
ふ
｡
=
良
麿
は
現
今
定
閣

銭
座
の
村
政
索
藩
維

珊配
に
配
配
せ
ら
る
｡
正
名
の
間

中
に
四
日
邸
ビ
柄
す
る
薦
蝕
が
あ
る
｡
卜
郵
氏
居
住
の

第
祉
な
-
ど
い
ふ
｡
]
是
に
開
-
Liこ
正
名
を
正
内
AtJ
背

き
た
る
も
の
あ
-
ど
.
即
ち
正
名
は
荘
内
の
意
で
正
内

正
名
等
41J
背
き
改
め
濠
に
現
今
の
如
-
L･{
つ
た
い
ふ
｡

古
郡
は
も
ど
ト
部
よ
り
出
で
浦
部
'/J
も
沓

い
た
｡
叉
図

正
は
開
放
で
秩
甘
園
郡
の
政
を
行
ひ
し
地
で
あ
っ
た
故

に
か
-
名
づ
-
ビ
栴
す
｡

0
0
0

0
0
0

上

和

江t

､
下

和

田

和
田
の
地
は
所
謂
宙
の
鷹
島
五

郷
の

一
た
る
都
田
郷
の
地
で
あ
る
｡
三
河
二
葉
枚
に
下

郡
m
村
上
和
村
村
七
村
の
名
が
あ
る
｡
後
世
に
室
-
刺

田
鄭
十
二
村
だ
柄
す
｡
上
和
田
p
宮
地
'
井
内
'
野
畑

下
和
托
.
坂
左
右
'
法
性
寺
'
牧
御
堂
'
上
土
非
p
下

土
井
.
赤
洗
二
相
島
新
附
が
之
で
あ
る
｡
育
野
村
の

1

託
に
中
之
郷
を
和
田
郷
の

一
村
だ
託
し
て
ゐ
る
｡
扇
島

新
田
は
嘗
利
付
の
地
た
-
し
所
で
.
今
は
岡
崎
苗
に
属

す
｡
日
本
外
史
に
は
此

の
地
を
輪
閏
だ
記
し
て
屠
る
O

村
名
に
就
て

一
説
が
あ
る
｡
邦
語
に
海
を
『
ワ
ダ
』
だ
い

ふ
｡
比
の
地
も
AIJ
海
将
な
り
L
を
以
て
『
ワ
ダ
』
の
郷
ビ

1
E
.it
1

六

1



地

球

終
十
巻

栴
せ
し
な
後
性
に
至
り
和
田
の
文
字
を
充
用
せ
し
も
の

で
あ
る
ビ
0

叉
曹
紀
に
は
社
々
和
閏
郷
附
近
を
久
艮
旦
}J
沓
せ
し

も
の
を
散
見
す
る
｡
蓋
し
『
口
基
曳
ーL
の
閥
に
あ
ら
ざ
る

か
｡
仁
壁
天
皇
の
御
守
猿
田
京
和
我
の
海
御
調
査
に
つ

き
物
部
典
等
､
大
中
低
目
藤
麿
藩
海
の
地
方
を
巡
視
の

時
p
三
度
タ
ロ
ど
な
-
L
に
よ
-
､
此
の
鬼
を
〓
久
良

志
ビ
栴
す
る
由
薦
記
に
児
ゆ
｡
常
時
H
久
良
志
五
箇
の

郷
.fJ
は
和
田
郷
､
放
鳥
郷
､
菅
野
郷
ー
江
原
郷
の
郡
に
し

て
勝
原
匡
房
鎌
足
の
命
に
よ
-
督
地
に
魂
rc
l､
芦
島
大

紳
(
大
字
中
島
鎮
座
肘
配
日
永
醐
配
)
に
憩
海
関
敬
を
斬

ち
.
此
の
博
匡
屈
詠
歌
あ
-
〕

日
久
良
志
能
盟
帽
…明
爾
佐
夜
婦
計
弓
面

東
和
須
鵠
奴

日
長
支
能
美
湖

上
和
田
､
下
布
田
の
柵
を
置
別
し
た
の
は
何
時
の
頃

.

か
明
か
で
な
い
Ct

O
O

宮

地

の
名
は
既
に
天
正
十
七
年
の
滞
藩
に
あ
る
｡

1
番
に
宮
路
村
ビ
聾
-
｡
宮
地
､
宮
路
何
れ
-
帥
両
に

因
る
の
名
で
榊
鋼
に
至
る
遺

膳
の
義
で
あ
ら
う
O
又
甘

地
は
密
膳
に
し
て
天
子
行
革
の
地
な
-
E
｡
講
評
に
=

節
こ
班

蒜

畑

六

二

の
地
の
油
滴
糟
日
紳
配
を
都
旧
郷
の
弼
L･i右
だ
あ
る
を

見
る
｡

0
0

0

法

性

寺

に
は
も
ど
天
姦
宗
の

7
寺
が
あ
-
'
和
田

山
法
性
寺
ビ
観
し
た
｡
里
人
の
俺
に
村
名
は
こ
の
奇
観

に
出
で
し
-
の
な
-
I,J
｡
岡
崎
公
庚
忠
の
時
事
域
に
支

院
六
幼
め
-
〇
六
坊
の

一
を
定
光
坊
･kj
枇
L
P
を
の
任

仲
基
撃
博

-
徳
嵩
き
を
以
て
贋
小心
公
大
い
に
こ
れ
に
晦

催
す
｡
蓬
に
天
文
年
中
法
性
寺
及
六
坊
併
せ
て
園
暗
に

移
る
｡
現
今
法
性
寺
に
磯
春
せ
る
は
只
潜
時
の
寺
城
中

の
大
日
堂

一
字
の
み
｡
同
時
に
什
資
だ
し
て
和
円
山
法

性
寺
ビ
託
せ
る
お
い
鬼
九
が
あ
る
｡
蓋
し
常
時
の
遺
物

で
あ
ら
-
0

0
0
0

敏

御

堂

塩
入
の
侍
に
よ
れ
ば
往
時
矢
作
川
洪
水
の

時
堤
防
決
壊
し
て
河
水
が
此
の
地
に
氾
濫
L
光
Q
其
の

際
率
輝
の
銅
像
､
菰
に
纏
は
わ
で
流
れ
裸
-
此
鹿
に
止

る
q
以
て
有
縁
の
地
で
あ
る
.Jd
L
､

一
洞
を
魂
て
其
の

像
を
安
置
し
菰
御
堂
hJ
癖
す
｡
歴
年
の
久
し
き
時
評
し

て
『
マ
キ
御
堂
』
ビ
呼
び
､
蘭
書
御
堂
の
文
字
を
充
用
せ

L
が
､
後
世
故
御
堂
の
文
字
を
州
ふ
｡
村
名
こ
れ
に
起

因
す
ど
い
ふ
0



,J

O

井

内

は
新
旧
の
新
郷
で
あ
る
FfJ
い
ふ
｡

さ
れ
で
そ

の
題
節
は
既
に
久
し
-
天
正
年
中
の
託
に
井
内
の
文
字

が
あ
る
｡
村
名
の
原
義
は
群
か
で
な
い
｡
地
名
に
亀
井

柑
非
等
ビ
桐
す
る
所
が
あ
る
｡
井
内
の
村
名
或
は
此
の

非
に
確
固
が
あ
る
べ
き
か
｡

Li
説
に
井
は
堰
に
し
て
堰

の
内
外
な
匿
別
し
そ
の

堰
の
内
域
に
あ
っ
化
か
ら
名
づ

-
}J
い
ふ
o

O
O

野
畑

は
字
の
如
-
原
野
を
開
い
た
も
の
で
あ
る
｡

毘
人
の
侍
に
起
郎
七
月
に
創
立

･iL
都
田
の
支
材
で
あ
る

F'J
rJO

⊃
0

坂

左
右

も
和
田
の
文
相
で
'
坂
左
右
ビ
は
鰭
軍
の

噂
に
あ
ら
ざ
る
や
ピ
い
ふ
0
倍
準
は
水
蓮
に
錐
や
｡
叉

l
説
に
坂
左
右
は
棟
粥
多
-
集
ず
る
地
で
'
佐
加
輩
村

ビ
桝
し
た
｡
佐
加
革
は
佐
久
羅
準
の
約
か
.i)0

0
0

土
井

の
名
は
大
三
河
志
に
は
土
層
だ
あ
る
0
本
村

に
は
背
骨
城
隻
が
あ
,C,ー
士
垣
が
あ
っ
て
､
土
井
は
即

ち
士
堰
で
村
名
は
こ
れ
に
起
因
す
ど
い
ふ
C
後
光
明
天

虫
の
慶
安
二
年
に
上
土
非
､
下
土
井
の
二
村
に
分
れ
'

明
治
に
至
-
瓶
び
<
=す

村
の
北
南
丸
山
は
tri骨
相
揮

地
で
あ
っ
た
}J
い
ふ
.
又
攻
戦
の
地
で
往
々
土
中
よ
り

土
製
の
弾
丸
を
掘
出
す
事
が
あ
る
｡

0
0
0

中

之

郷

は
大
三
河
志
に
中
野
郷
に
作
る
｡
其
の
他

の
渚
記
に
も
中
野
郷
だ
沓

い
て
あ
る
も
の
が
多

い
｡
後

世
迄
村
だ
い
は
や
し
て
罪
に
中
野
郷
ビ
栴
し
た
｡

末
尾
に
前
記
の
中
島
に
就
て

〓
ulす
る
O
此
の
中
島

は
街
村
型
の
矩
群
を
形
成
し
､
其
の

一
部
は
社
有
よ
-

商
工
家
が
官
有
飴
あ
っ
て
p
明
治
の
初
年
迄
は
毎
月

-I

六
の
口
に
市
場
が
立
っ
た
｡
然
し
て
魚
頼
､
雑
貨
､
野

菜
等
の
東
男
が
行
ほ
れ
て
遠
近
の
商
人
が
基
-
凍
っ
て

山

張
っ
た

:'
後
明
治
二
十
二
年
兼
源
法
線
の
開
通
が
あ
っ

て
こ
ゝ
に
商
工
業
の
趨
向
に

1i
軍
を
凍
し
､
市
場
は
自

然
減
に
蹄
し
た
｡
明
治
四
十
二
年
西
尾
械
銅
銭
道
の
敷

設
が
あ
っ
て
､
村
群
の
南
部
を
走
り
岡
崎
輝
に
寅
-
莱

海
道
本
線
に
連
絡
し
て
p
以
凍
商
工
業
の
面
目
を
神
々

1
洗
す
る
に
至
っ
た
.

欠
仲
川
神
韻
拙

S
l
地
幻

地

位


